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日
割
馴
覿
塾
弱
紳
組
子
バ

タ
，
2
番
書
評
i
i
i
i
モ
モ
ミ
、
　
　
　
　
　
－

私
た
ち
ば
、
∪
コ
a
g
一
言
⊃
一
N
副
因
を
、

弥
栄
え
・
響
ハ
同
作
が
、
常
会
（
郵
藷
自
治

会
「
個
人
的
欝
工
費
菜
作
り
と
と
の

野
菜
の
塵
賊
（
通
常
の
番
唖
後
衛
の
護
取

を
排
除
す
る
も
の
一
慨
む
き
と
窃
し
、
村

の
碓
連
的
更
新
婁
模
索
し
て
い
る
こ
こ
を

紹
介
し
た
。

彼
ら
虚
一
九
う
ま
、
想
雪
目
榔
協
同
す

る
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
こ
の
み
遂
行
を
き
る

こ
し
．
ま
た
、
新
し
い
社
会
餉
関
係
－
卒

標
目
個
人
主
義
と
あ
と
り
さ
れ
白
め
希
い

形
式
的
な
図
解
と
に
、
と
っ
こ
琶
n
否
と

考
え
こ
い
る
。
よ
く
云
わ
れ
る
政
党
稔
道

は
可
綻
び
か
ぎ
ハ
ノ
壁
こ
れ
季
人
々
は
、

自
分
色
男
の
二
こ
き
自
分
自
身
に
よ
っ
こ

ー
の
偉
大
な
友
人
、
ク
ス
タ
ワ
ニ
プ
＼
右
ナ

ウ
7
－
仁
よ
り
後
の
ア
ナ
ル
コ
＝
ソ
ー
シ
二

ヤ
リ
ズ
ム
の
中
を
提
唱
さ
れ
た
種
類
Q
レ
…

の
仁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
か
し
、
弥
栄
に
め
い
て
」
フ
、
ノ
ダ
ワ

ァ
ー
主
義
卿
、
茂
ら
ず
L
e
全
て
に
関
L
M

ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
て
い
否
わ
け
を
は
ぢ
8

、。　　　　　　　
　　　　一

か
、
額
づ
は
使
わ
れ
こ
い
ぢ
い
土
製
三

引
き
継
ぐ
静
可
を
得
つ
つ
あ
り
、
（
日
本

の
農
相
で
は
過
疎
現
象
の
進
行
を
、
土
地

は
と
ん
と
ん
晃
捨
て
ろ
れ
つ
つ
あ
る
「

全
く
の
白
き
一
望
h
｛
言
至
d
÷
三
七
を

壊
し
求
め
て
い
る
。
ア
ナ
キ
ス
ト
・
コ
ミ
一

工
、
ノ
（
琳
媒
）
は
二
一
れ
ら
の
地
域
芸
術
÷

や
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
馨
行
な
わ
れ
こ
う
の
買
っ
手
土
地
と
と
も
に
、
村
人
こ
冥

こ
い
る
由
裔
飾
ア
ナ
キ
ス
ム
の
す
く
れ
た

冊
惇
陸
川
履
－
陀



解

雇

畢

窒
）二

律
乱

武

器
姉衰

と
i、乙、
」－）＿＿＿＿＿、＿－

一
布
き
否
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
か
く
、
敷
し
い
ィ
、
ノ
プ
レ
の
日
本

で
、
非
常
に
質
素
書
聖
売
レ
ベ
ル
に
あ
る

彼
ら
に
対
し
こ
、
当
意
単
し
い
る
二
と
は

諌
紛
ら
れ
る
。

瑳
縛
襲
離
響

さ
て
、
計
画
の
ア
ピ
ー
ル
か
、
本
篇
釣

一
に
結
語
的
な
も
の
を
あ
参
一
と
は
は
っ
き

リ
し
こ
い
る
。
二
九
百
は
利
己
的
な
語
彙

伍
値
の
支
配
原
と
の
ま
ま
に
さ
れ
こ
い
召

し
、
新
し
い
の
C
C
a
i
h
三
重
一
一
含
C
三
七
ミ
e

を
創
り
出
す
六
両
に
は
全
く
が
い
よ
っ
だ
。

生
産
に
お
け
否
新
し
い
駒
岡
唆
も
う

↓
つ
ん
人
前
関
係
憂
し
こ
い
く
。
し
か

し
、
個
々
人
は
、
ま
だ
、
自
分
の
寮
の

「
廿
惇
憎
憶
言
落
は
」
席
序
雷
魚
繋
告
碕

成
買
た
ち
は
時
々
∴
妻
紺
に
芋
助
け
し

さ
れ
て
い
る
き
つ
だ
。

し
功
し
、
彼
ら
虜
も
ち
ろ
ん
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
共
産
主
義
雇
用
液
肥
を
あ
る

中
央
集
積
と
は
、
全
く
違
っ
て
い
る
二
と

眺
朝
鮮

も
高
年
も
t
築
′
r

彼
ら
摩
今
あ
る
計
画
の
社
会
的
基
盤

は
部
落
を
あ
る
と
説
萌
す
魯

部
落
に
関
す
る
キ
ー
・
ポ
イ
、
ノ
ト
、
と

れ
ば
、
東
金
に
地
方
の
行
政
機
関
か
ら
独

正
し
た
も
の
を
、

窒
自
分
ク
の
た
伽
に
持
二
こ
い
る
。

親
切
ぢ

と
れ
否
、
ち
ょ
っ
と
、
中
り
返
っ
こ
、
二

の
古
い
時
代
の
、
＼
一
、
ノ
エ
ル
か
協
同
を
考
え

る
二
と
は
、
燕
の
、
今
日
の
荒
廃
し
た
山

村
穿
社
会
を
更
新
し
よ
う
こ
す
る
も
の
ら
剛

に
と
っ
て
、
あ
で
a
イ
ン
ス
ビ
レ
イ
、
＼
ノ
ヨ
＼
ノ
叫

を
与
え
こ
い
る
。
彼
ら
－
意
、
日
本
の
伝
統

の
上
に
新
た
ぢ
も
の
を
蓮
替
る
二
と
仁
一

よ
っ
て
∴
神
藷
冠
含
蓄
轟
生
さ
せ
一
合
一
と

洲
面
き
る
と
威
し
こ
い
ゑ

隈
議
鱈
惑
籍
全
品

、
㌔
十
㌔
高

空
斉
の
全
こ
の
種
を
カ
バ
ー
す
日
雇
全
↑

な
協
同
、
ど
れ
は
キ
プ
リ
を
あ
る
。
キ
ス

ツ
否
は
、
生
産
・
寿
賀
・
文
化
・
厘
窟
・

教
脊
十
・
－
・
全
て
び
び
と
っ
の
裳
的
・
卓

衛
的
憲
政
社
台
結
合
さ
れ
こ
い
呑
一

と
の
中
否
′
命
関
係
の
真
の
発
展
細
筆

ら
れ
る
ち
ら
、
（
非
潜
に
難
し
い
一

イ
ス
ラ
エ
ル
の
模
範
に
関
し
て
云
え
は
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二
一
日

一
笑
捺
寝
撃
C
し
こ
、
か
な
り
の
と
二
う
る

「
失
敗
「
索
っ
亭
…
ロ
小
形
の
村
の

一
「
」
、
＼
1
二
テ
ィ
は
都
幕
の
＼
＼
ノ
ス
テ
ム
の
よ

「
つ
に
、
社
会
的
∴
種
畜
的
菌
糸
こ
ろ
‖
こ
・

京
菜
さ
れ
る
へ
さ
も
の
卿
有
季
卵
、
金

庫
と
し
こ
菅
コ
ツ
に
政
人
る
バ
／
き
な
い
〇

一
し
か
し
、
葉
は
展
の
精
神
こ
よ
く

一
致
し
て
あ
I
、
ノ
、
と
の
現
砧
的
修
止
は
す

I
方
、
′
つ
し
い
動
き
だ
と
寵
わ
れ
る
。
と
の
展

冷
言
の
し
ろ
ノ
寧
き
れ
の
こ
希
ぢ
土
着

1
－
，
－
－
－
－
，
j
I
i
I
、
。
．
－
。
－
，
－
．
。
．
－
，
・
、
。
．
。
．
・
。
－
，
“
－
，
日
日
1
1
i
“
“
日
日
i
－
．
」

圃
」
と
っ
て
自
己
訓
練
さ
れ
た
千
丁
キ

の
倒
呑
除
い
て
、
賓
の
も
の
を
窃
歪

キ
ス
り
膚
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ぽ
も
ち
ろ
ん

の
二
と
エ
u
ま
e
「
京
だ
と
し
こ
も
、
ま
さ

に
頚
諸
悪
産
遠
雷
あ
呑
一
方
を
、
ど

れ
は
日
率
の
村
人
と
ち
の
非
路
に
夏
際
的

な
尊
琵
だ
ろ
う
。
悠
布
目
奉
の
村
人
た

ち
厚
今
や
極
端
に
而
茅
化
さ
れ
、
彼
ら

の
生
完
は
徹
底
的
紅
資
本
裏
約
・
物
質

主
義
的
密
プ
レ
忠
に
よ
っ
こ
蔓
配
さ
れ
デ
し

痛
纏
遽
璃
韓

し
功
し
、
二
の
粛
塵
に
あ
い
て
、
重
要

な
魚
は
、
＜
キ
ブ
リ
、
と
れ
箆
俺
は
使
黙

的
に
尉
さ
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

こ
云
っ
て
い
る
二
と
で
あ
る
。

園
固

も
し
と
う
古
参
い
曾
ら
i
・
・
・
i
i
∴
・
l
そ
し
〟

フ
ヘ
ト

団か、

オ
ー
か
ブ
イ
サ
i
i
I
の
凧

干
プ
リ
的
露
の
中

と
は
窒
愛
宕
惹
妹
を
塙
つ
。

そ
′
し
て
　
主
要
書
喜
ば
、
二

番
誓
箕
帯
革
卒
十
分
に
融
和

高
批
c
L
）

さ
杭
槍
膚
寧
う
む
い
。

コ
＼
＼
＼
ユ

ー
、
ノ
酌
み
‡
メ
ソ
の
共
同

世
界
中
の
蕪
村
の
民
衆
に
と
っ

一
斉
民
族
の
一
審
に
＄
ク
れ
る

骨
か
、
弥
巣
の
場
合
の
よ
う
に
、
と
れ
ば

自
己
を
紐
緬
言
う
目
的
の
た
め
の
小
集
団

（
だ
か
ら
と
れ
ば
、
社
会
的
・
支
化
的
仁

全
く
不
党
全
書
も
の
ど
）
に
限
定
古
ゑ

ど
れ
は
富
江
的
な
コ
＼
、
）
ニ
テ
ィ
否
は
密
リ
ノ

を
い
。
ど
れ
は
ど
ち
ら
か
な
の
蜜
あ
っ

て
、
同
時
に
両
方
蜜
は
あ
ー
－
え
き
い
。

績
局
、
免
／
＼
の
ケ
ー
ス
8
2
つ
の
哺
目

標
対
痛
点
細
萱
冨
相
互
背
反
釣
を
凄
い
と

こ
う
ぼ
あ
り
え
宮
口
の
O
l
？
私
た
ち
唐
芋

コ
ツ
的
な
も
の
を
持
つ
勘
考
耳
車
力
を



寵
敏
の
正
念
か
可
能
を
あ
り
、
と
し
こ

望
ま
れ
歪
と
の
ト
ム
う
な
狭
い
排
他
的
な

解
釈
も
大
風
の
複
雑
な
心
理
仁
と
，
て
、

正
し
い
も
の
を
は
あ
I
）
え
合
い
。
人
骨
の

同
額
に
威
す
∂
限
り
、
詳
細
な
計
嵐
香
車

辞
薫
諒
を
あ
I
－
∴
簡
行
錯
誤
が
意
味
を
掃

つ
。
（
ラ
ン
ダ
ウ
7
－
は
二
の
二
と
に

っ
い
て
冠
雪
に
気
付
い
て
い
亡
。
）
し
卸
し
、

墓
雁
的
曾
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
原
則
の
柔
歌

語
箇
－
古
窯
と
れ
る
。
．
搾
取
的
。
□
肘

二
の
丈
の
タ
イ
ト
ル
と
仁
著
し
朔
如
け
た
筑

前
が
残
さ
れ
褒
今
日
、
日
本
の
布
に
生

命
を
と
I
｝
一
撃
つ
と
す
る
私
だ
夢
の
忍
耐

の
モ
デ
ル
の
萎
、
私
た
ち
は
過
去
に

栗
初
診
の
秘
、
未
来
r
霧
召
の
か
？

－
　
〝
磐
〝
尊
の
切
〝
キ
ス
り
な
の
型

そ
れ
と
も
両
者
な
の
が
。

、
母
手
ン
ェ
氏
は
現
在
、
日
光
接
点
霹
園
へ
余
市
培
土

訳
）
に
そ
．
ヲ
、
ノ
ダ
ウ
↑
I
硯
箱
中

ブ
朝
は
霜
が
降
I
日
工
L
‖
た
、
－
わ
そ
ら

弥
栄
は
冷
た
日
銀
せ
界
ぴ
あ
の
今
に
も
っ

ぶ
れ
そ
う
な
れ
ら
高
さ
屋
根
の
下
に
は
、

き
っ
と
な
つ
か
し
‖
爆
根
の
に
お
目
！
。

☆
あ
れ
や
こ
れ
や
き
ゃ
っ
I
㌢
I
－
遁
出
た
時

刻
。
今
号
は
、
こ
の
一
年
の
お
も
な
、
石
動

〝
卜
釣
官
僚
何
ぼ
、
原
則
に
お
目
こ
噛
め

ひ
ろ
排
除
さ
れ
れ
ば
な
つ
尊
い
。
さ
も
な

い
と
、
線
う
霊
埋
け
O
y
だ
く
、
私
た
ち
の

微
妙
夢
心
理
捧
置
あ
る
恥
ま
ま
の
も
の

と
し
こ
、
自
由
を
廟
れ
、
束
縛
窒
受
け
入

れ
る
の
で
こ
い
（
ノ
と
こ
う
＜
行
っ
て
し
き
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一

＝

報
告
－
特
集
号
プ
納
栄
の
王
室
科
す
よ
っ
…

に
な
1
て
、
を
つ
三
年
o
　
「
え
っ
、
そ
ん
な
封

か
さ
え
直
し
T
L
し
ま
っ
た
。

も
天
眼
こ
な
う
な
に
集
結
ノ
7
日
の
晩
に

は
藷
緬
を
昭
日
で
掌
彗
会
の
予
定
。

★
獲
港
沖
。
｛
愚
書
賀
郡
部

巣
材
一
軍
櫛
凍
え
禦
慰
↓
）
へ
蛋
毒
尊
書
奈
干

上
寄
手
斎
卓
二
タ
し
命
桑
哩
翼
型
う
芸
名


